
〔
書
評
と
紹
介
〕

『
新
青
森
市
史

通
史
編
第
一
巻

原
始･

古
代･

中
世
』

宇
部

則
保

本
書
は
、
「
新
青
森
市
史
」
通
史
編
全
四
巻
の
う
ち
、
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
ま

で
を
対
象
と
し
た
一
巻
で
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
最
近
の
考
古
学

の
調
査
・
研
究
成
果
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
資
料
が
な
い
時
代
に
つ
い
て

は
、
周
辺
地
域
の
関
連
資
料
で
適
宜
補
わ
れ
、
通
史
と
し
て
の
体
裁
が
く
ず
れ
な
い

よ
う
構
成
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
多
く
の
写
真
、
図
を
入
れ
る
こ
と

で
、
文
字
に
よ
る
記
録
の
乏
し
い
時
代
の
叙
述
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
る
が
、
巻
頭
の
遺
跡
カ
ラ
ー
写
真
が
や
や
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
点
が
惜
し
ま

れ
る
。

本
書
全
体
は
三
部
構
成
で
、
「
第
Ⅰ
部

原
始
時
代
の
あ
お
も
り
」
は
旧
石
器
時

代
か
ら
弥
生
時
代
、
「
第
Ⅱ
部
古
代
の
外
浜
世
界
」
は
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
、

「
第
Ⅲ
部
躍
動
す
る
中
世
の
外
浜
」
は
鎌
倉
時
代
～
室
町
時
代
に
つ
い
て
記
述
し
て

い
る
。

第
Ⅰ
部

原
始
時
代
の
あ
お
も
り

第
一
章

旧
石
器
時
代
の
あ
お
も
り

第
一
節

旧
石
器
時
代
の
環
境

第
二
節

旧
石
器
文
化
の
変
遷

コ
ラ
ム

旧
石
器
文
化
研
究
と
あ
お
も
り

1

第
二
章

縄
文
時
代
の
あ
お
も
り

第
一
節

尖
底
土
器
の
時
代

第
二
節

円
筒

土
器
の
時
代

第
三
節

十
腰
内
式
土
器
の
時
代

コ
ラ
ム

環
状
列

2

石
の
石
運
搬

第
四
節

亀
ヶ
岡
式
土
器
の
時
代

第
三
章

弥
生
時
代
の
あ
お
も
り

第
一
節

水
田
稲
作
の
開
始

第
二
節

竪
穴

住
居
と
墓
地
跡

第
三
節

北
海
道
と
の
交
流

第
四
節

青
森
市
の
弥

生
遺
跡

第
Ⅱ
部

古
代
の
外
浜
世
界

第
一
章

空
白
の
エ
ミ
シ
時
代

第
一
節

古
墳
文
化
の
北
上

第
二
節

続
縄
文

世
界
の
広
が
り

第
三
節

エ
ミ
シ
と
は

第
四
節

阿
倍
比
羅
夫
「
北

（
東
）
征
」
の
時
代

コ
ラ
ム

外
浜
の
比
羅
夫
伝
承

3

第
二
章

大
開
発
時
代
の
あ
お
も
り

第
一
節

集
落
の
拡
大

第
二
節

生
業
の

展
開

第
三
節

元
慶
の
乱
と
津
軽

第
四
節

南
北
交
流
の
様
相

第

五
節

防
御
性
（
区
画
）
集
落
の
時
代

第
三
章

古
代
の
モ
ノ
・
コ
コ
ロ
・
動
き

第
一
節

墨
書
・
刻
書
土
器
の
拡
大

第
二
節

北
の
宗
教
遺
物

第
三
節

島
と
日
本
海
文
化

第
Ⅲ
部

躍
動
す
る
中
世
の
外
浜

第
一
章

平
泉
・
鎌
倉
世
界
の
北
上
と
在
地
勢
力
の
拡
大

第
一
節

奥
州
藤
原
氏

の
成
立
と
滅
亡

第
二
節

「
奥
大
道
」
と
か
わ
ら
け
の
道

第
三
節

鎌
倉
時
代
の
津
軽
・
外
浜

第
四
節

鎌
倉
期
津
軽
安
藤
氏
の
自
己
認
識

と
そ
の
基
盤

第
五
節

蝦
夷
管
領
安
藤
氏
と
津
軽
大
乱
（
安
藤
氏
の

乱
）

第
六
節

中
世
の
石
江
遺
跡
群

第
二
章

南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
へ

第
一
節

津
軽
の
南
北
朝
動
乱

第
二
節

日
の
本
将
軍
安
藤
氏
と
、
そ
の
滅
亡
へ
の
道

第
三
節

青
森
市
域
に
お

け
る
中
世
の
遺
跡
と
出
土
遺
物

コ
ラ
ム

尻
八
館
の
青
磁
浮
牡
丹
文

4
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香
炉

コ
ラ
ム

外
浜
の
安
藤
氏
伝
承

5

第
三
章

乱
世
の
外
浜

第
一
節

堤
弾
正
と
堤
・
横
内

第
二
節

浪
岡
御
所
と

外
浜

第
三
節

油
川
湊
・
油
川
城
と
外
浜

第
四
節

埋
蔵
銭
と
外
浜

第
五
節

浪
岡
北
畠
氏
の
滅
亡
と
大
浦
為
信
に
よ
る
津
軽
独
立

第
六
節

大
名
領
主
権
の
確
立
と
外
浜
支
配

第
七
節

外
浜
の
宗
教
世
界

以
上
の
項
目
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
章
・
節
の
流
れ
は
通
史
の
一
般
的
な
形

を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
各
部
の
表
題
に
は
、
現
在
の
「
青
森
市
」
の
範
囲
に
限
定

さ
れ
な
い
よ
り
広
い
視
野
に
立
っ
た
歴
史
叙
述
、
と
い
う
編
集
方
針
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
列
島
史
の
な
か
で
の
青
森
市
域
の
歴
史
的
な
個
性
を
示
し
た
い
と

い
う
編
者
・
執
筆
者
の
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
各
部
に
は
、
関
連
項
目
に
つ
い
て

肩
の
凝
ら
な
い
コ
ラ
ム
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
通
史
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

さ
て
、
評
者
の
研
究
テ
ー
マ
は
も
っ
ぱ
ら
古
代
で
あ
り
、
「
第
Ⅱ
部

古
代
の
外

浜
世
界
」
を
興
味
深
く
読
ん
だ
。
こ
こ
で
は
そ
の
な
か
で
注
目
し
た
点
、
感
じ
た
と

こ
ろ
に
つ
い
て
述
べ
、
責
を
果
た
し
た
い
。

古
代
外
浜
は
北
日
本
の
他
地
域
と
同
様
、
中
央
か
ら
エ
ミ
シ
の
地
と
呼
ば
れ
つ
づ

け
た
所
で
あ
り
、
後
々
ま
で
律
令
体
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第

Ⅱ
部
に
は
、
小
口
雅
史
・
木
村
淳
一
・
齊
藤

淳
・
小
嶋
芳
孝
の
諸
氏
の
手
で
非
律

令
の
世
界
の
一
部
を
な
す
外
浜
の
古
代
の
変
遷
と
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
歴
史
的
特
色

が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
の
「
空
白
の
エ
ミ
シ
時
代
」
は
、
エ
ミ
シ
の
活
動
痕
跡
が
不
明
な
四
～
七

世
紀
が
対
象
で
あ
る
。
日
本
史
上
は
幾
内
を
中
心
と
し
た
前
方
後
円
墳
の
時
代
で
あ

る
が
、
四
～
六
世
紀
の
青
森
市
域
で
は
、
豪
族
の
古
墳
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
集
落
、

墓
な
ど
の
具
体
的
な
痕
跡
も
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
続
縄
文
文
化
の
後
北
式
土
器
と

そ
れ
に
続
く
北
大
式
土
器
、
古
墳
文
化
の
土
器
で
あ
る
南
小
泉
式
の
土
師
器
が
出
土

し
て
お
り
、
東
北
北
部
の
他
地
域
の
状
況
と
同
様
、
続
縄
文
文
化
が
基
本
と
な
る
社

会
の
な
か
に
、
南
か
ら
古
墳
文
化
が
断
片
的
に
入
り
込
ん
で
い
る
状
況
が
う
か
が
え

る
。
七
世
紀
は
、
文
献
史
料
か
ら
律
令
国
家
と
エ
ミ
シ
社
会
と
の
具
体
的
な
対
峙
の

様
子
が
み
え
て
く
る
時
期
で
あ
る
。
阿
倍
比
羅
夫
が
船
団
を
連
ね
て
津
軽
、
渡
嶋
を

目
指
し
た
有
名
な
斉
明
期
の
日
本
書
紀
の
記
事
は
、
北
方
史
に
ふ
れ
る
と
き
欠
か
せ

な
い
史
料
で
あ
り
、
本
書
で
は
こ
の
時
代
を
、
第
四
節
「
阿
倍
比
羅
夫
「
北
（
東
）

征
」
の
時
代
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
は
津
軽
蝦
夷
の
朝
貢
や
、
ま
た

彼
ら
の
指
導
者
が
郡
領
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
通
し
、
東
北
北
部
の
エ
ミ
シ
の

な
か
で
も
津
軽
蝦
夷
は
い
ち
早
く
中
央
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
記
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
文
献
史
料
で
は
北
の
要
衝
地
と
し
て
登
場
す
る
津
軽
で
は
あ
る
が
同

時
代
の
遺
跡
、
遺
構
は
最
近
に
お
い
て
も
み
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
文
献
史
料
と
考
古
の
あ
り
方
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
従
前
か
ら
考
古
、
文
献
両
方
の
研

究
者
が
話
題
、
問
題
と
し
て
き
た
点
で
あ
る
。
本
書
で
は
遺
跡
の
姿
が
見
え
な
い
状

況
を
当
時
の
生
業
、
生
活
様
式
の
特
徴
と
と
ら
え
、
短
期
間
で
移
動
を
繰
り
返
す
遊

動
生
活
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。
古
代
的
外
浜
世
界
の
成
立
期
が

ど
の
よ
う
な
形
で
展
開
し
て
い
る
か
、
い
ま
し
ば
ら
く
資
料
の
蓄
積
を
待
つ
こ
と
に

し
よ
う
。

第
二
章
「
大
開
発
時
代
の
あ
お
も
り
」
は
、
平
安
時
代
の
人
の
流
動
化
が
進
む
外

浜
世
界
と
周
辺
の
津
軽
一
円
の
状
況
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
開
発
と
い
う
面
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に
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
最
も
資
料
が
増
え
て
い
る
時
期

は
、
九
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
集
落
、
竪
穴
住

居
が
爆
発
的
に
増
え
、
多
様
な
集
団
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
は
秋
田
城
を
舞
台
と
し
た
元
慶
の
乱
（
八
七
八
）
前
後
に
出
羽
方
面
か
ら
押
し
寄

せ
た
移
民
も
加
わ
り
、
大
幅
に
人
口
が
増
加
し
て
い
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
田
舎
館

村
前
川
遺
跡
で
調
査
さ
れ
た
平
安
時
代
の
水
田
は
、
こ
う
し
た
人
口
増
に
対
応
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
五
所
川
原
窯
の
須
恵
器
生
産
、
岩
木
山
麓
、
西
浜
地
域
の

鉄
生
産
を
は
じ
め
、
木
器
生
産
、
土
器
製
塩
な
ど
手
工
業
生
産
の
拡
大
も
進
む
。
に

わ
か
に
活
況
を
呈
す
る
こ
の
よ
う
な
社
会
の
到
来
は
、
ま
さ
に
大
開
発
時
代
と
い
う

表
現
が
適
当
で
あ
る
。

第
四
節
「
南
北
交
流
の
様
相
」
で
は
、
律
令
文
化
と
擦
文
文
化
が
融
合
し
た
地
域

の
様
相
を
多
く
の
出
土
品
か
ら
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
律
令
側
と
の
多
様
な
レ

ベ
ル
で
行
わ
れ
た
交
易
活
動
で
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
も
の
」

だ
け
で
は
な
く
新
来
技
術
の
供
与
や
技
術
指
導
な
ど
情
報
の
受
け
入
れ
に
伴
う
律
令

側
と
地
元
と
の
様
々
な
係
わ
り
合
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

北
と
の
交
流
で
は
、
外
浜
世
界
の
擦
文
土
器
の
増
加
に
よ
っ
て
北
海
道
と
の
具
体

的
な
交
流
経
路
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
新
田

遺
跡
な
ど
の
擦
文
土
器
の
出

1

土
は
、
北
海
道
と
の
緊
密
な
関
係
を
物
語
る
。
擦
文
土
器
急
増
の
背
景
に
つ
い
て
斉

藤
氏
は
、
律
令
体
制
の
弛
緩
に
伴
う
北
奥
の
政
治
再
編
と
交
易
あ
る
い
は
渡
航
・
越

境
の
自
由
化
な
ど
自
由
経
済
の
進
展
が
あ
っ
た
か
ら
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
気
に
な
る

の
が
「
渡
嶋
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
渡
嶋
は
一
般
に
は
北
海
道
を
指
す
こ
と
が
多
い

が
、
編
者
の
小
口
氏
は
津
軽
半
島
海
辺
部
・
北
部
も
そ
の
範
囲
に
含
め
、
津
軽
海
峡

を
挟
ん
だ
南
北
の
領
域
と
し
て
理
解
す
る
。
津
軽
半
島
海
辺
部
が
後
々
ま
で
「
○
○

浜
」
と
よ
ば
れ
「
郡
」
名
が
付
か
な
い
特
殊
な
地
域
と
い
う
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ

る
。
評
者
が
に
わ
か
に
言
及
で
き
る
部
分
で
は
な
い
が
、
集
落
の
あ
り
方
か
ら
み
る

と
半
島
部
と
津
軽
平
野
部
と
で
様
相
の
違
い
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
特
に
、

浅
瀬
石
川
流
域
以
南
と
、
青
森
市
域
な
ど
の
以
北
と
で
は
古
代
集
落
の
成
立
時
期
に

相
違
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
以
北
と
以
南
の
同
時
期
の
集
落
と
の
比
較
で
は
出

土
す
る
擦
文
土
器
の
数
量
に
も
格
差
が
み
ら
れ
る
。
陸
奥
湾
沿
岸
西
部
の
遺
跡
で
は

擦
文
土
器
の
出
土
密
度
が
高
く
、
渡
嶋
世
界
（
擦
文
世
界
）
の
要
素
が
か
な
り
濃
厚

な
地
域
で
あ
り
、
本
場
の
渡
嶋
世
界
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
る
鷲
羽
、
毛
皮
類
な
ど
交
易

の
中
継
地
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
五
節
「
防
御
性
（
区
画
）
集
落
の
時
代
」
で
は
、
一
〇
世
紀
中
頃
～
一
一
世
紀

に
盛
行
す
る
防
御
性
（
区
画
）
集
落
を
軸
に
、
律
令
支
配
の
終
焉
、
北
と
の
交
流
頻

度
の
増
加
に
よ
る
経
済
活
動
の
活
発
化
、
在
地
豪
族
の
利
権
争
い
、
中
央
と
の
軋
轢

な
ど
が
顕
在
化
す
る
平
安
時
代
後
半
の
外
浜
世
界
を
解
説
す
る
。
防
御
性
（
区
画
）

集
落
の
代
表
格
が
青
森
市
域
の
高
屋
敷
館
遺
跡
で
あ
り
、
こ
の
種
の
集
落
と
し
て
は

唯
一
の
国
史
跡
で
あ
る
。
こ
の
項
で
は
、
防
御
性
集
落
の
発
生
、
研
究
史
、
分
布
・

類
型
、
発
生
・
終
末
年
代
、
名
称
問
題
、
防
御
性
集
落
論
と
戦
争
、
軋
轢
の
背
景
と

し
て
の
交
易
、
軋
轢
の
高
ま
り
、
防
御
性
集
落
成
立
に
関
わ
る
社
会
変
化
、
低
地
の

拠
点
集
落
と
し
て
の
新
田

遺
跡

防
御
性
集
落
の
消
滅
な
ど
の
記
述
が
行
わ
れ
て

1

い
る
。
名
称
問
題
、
性
格
論
は
と
り
あ
え
ず
置
い
て
お
く
と
し
て
も
、
年
代
観
、
特

に
終
末
年
代
に
つ
い
て
は
研
究
者
間
で
一
致
が
み
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
高
屋
敷
館
遺
跡
の
年
代
観
は
重
要
で
あ
り
、
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て

も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
そ
う
は
い
っ
て
も
他

の
自
治
体
史
と
比
べ
て
防
御
性
（
区
画
）
集
落
が
抱
え
る
多
岐
に
わ
た
る
論
点
が
述
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べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
種
の
集
落
の
研
究
動
向
を
知
る
に
は
大
変
便
利
で
あ
る
。
近

年
、
丘
陵
な
ど
に
営
ま
れ
る
防
御
性
集
落
と
は
異
な
り
、
低
湿
地
に
立
地
す
る
五
所

川
原
市
十
三
森
遺
跡
な
ど
の
集
落
調
査
も
進
ん
で
き
て
い
る
。
新
田

遺
跡
も
こ
れ

1

に
含
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
将
来
的
に
は
こ
う
し
た
集
落
も
含
め
た
「
防
御
性

（
区
画
）
集
落
の
時
代
」
の
評
価
が
あ
ら
た
め
て
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

第
三
章

「
古
代
の
モ
ノ
・
コ
コ
ロ
・
動
き
」
は
、
通
史
と
い
う
よ
り
は
そ
れ
ぞ

れ
独
立
さ
せ
た
特
論
の
意
味
合
い
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
辺
境
に
生
き
る
エ
ミ
シ
の

コ
コ
ロ
を
支
え
、
強
く
動
か
し
、
集
団
の
結
束
を
う
な
が
す
な
ど
様
々
な
場
面
の
動

機
づ
け
に
使
わ
れ
た
道
具
を
紹
介
し
、
南
と
の
同
質
性
、
異
質
性
に
つ
い
て
記
述
さ

れ
て
い
る
。

第
一
節
「
墨
書
・
刻
書
土
器
の
拡
大
」
は
外
浜
世
界
の
あ
ら
た
な
祭
祀
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
道
具
の
登
場
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
墨
書
土
器
は
列
島
全

体
に
普
及
す
る
共
通
の
背
景
の
な
か
で
各
地
域
に
受
容
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

終
焉
時
期
に
つ
い
て
は
八
戸
な
ど
と
津
軽
地
域
と
で
は
差
が
あ
る
こ
と
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
野
木
遺
跡
の
「
夷
」
の
異
体
字
と
さ
れ
た
「

」
の
刻
書
は
、
「
奉
」
の

略
字
形
と
い
わ
れ
て
い
る
。
土
師
器
の
刻
書
の
な
か
に
は
擦
文
土
器
に
記
さ
れ
る
も

の
と
共
通
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
こ
で
も
北
と
の
関
係
が
注
意
さ
れ
て
い
る
。
五
所

川
原
窯
の
須
恵
器
に
も
擦
文
土
器
の
文
様
と
同
じ
刻
書
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
窯
経

営
の
主
体
者
に
擦
文
人
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
節
「
北
の
宗
教
遺
物
」
に
つ
い
て
は
、
石
江
遺
跡
群
の
ひ
と
つ
新
田

遺
跡

1

の
発
掘
成
果
が
大
き
な
注
目
を
浴
び
た
。
物
忌
札
、
斎
串
、
刀
形
、
馬
形
、
鏃
形
の

木
製
品
、
土
馬
、
仏
像
光
背
な
ど
律
令
的
な
祭
祀
遺
物
が
こ
れ
ほ
ど
多
量
に
県
内
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
近
年
東
北
北
部

各
地
で
増
え
て
い
る
錫
杖
鉄
製
品
も
あ
り
、
こ
れ
は
両
手
に
も
っ
て
振
る
、
あ
る
い

は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
衣
装
に
付
け
て
鳴
ら
す
発
音
具
で
あ
る
な
ど
諸
説
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
に
し
ろ
北
奥
の
特
徴
的
な
宗
教
具
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
木
村
氏
は
こ
う
し
た

多
種
の
宗
教
遺
物
が
使
わ
れ
る
古
代
の
外
浜
世
界
は
、
仏
教
的
、
陰
陽
道
的
、
神
道

的
な
要
素
が
並
存
す
る
神
仏
習
合
の
状
況
で
あ
っ
た
と
推
察
し
て
い
る
。

第
三
節
「
島
と
日
本
海
文
化
」

本
書
で
目
に
す
る
こ
と
の
多
い
フ
レ
ー
ズ
の
ひ

と
つ
が
、
「
交
易
・
交
流
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
小
嶋
氏
が
、
島
を
中
継
地
と
す
る

日
本
海
交
流
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
大
陸
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
交
流
に
よ
っ
て

外
浜
世
界
の
風
土
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
壮
大
か
つ
魅
力
的
な
説
で
あ
る
。
続
縄
文

土
器
が
新
潟
県
あ
た
り
ま
で
南
下
し
、
古
墳
文
化
と
接
触
す
る
。
一
方
、
古
墳
文
化

の
土
師
器
、
須
恵
器
は
礼
文
島
ま
で
達
し
て
お
り
、
続
縄
文
文
化
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
文

化
と
共
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
阿
倍
比
羅
夫

の
遠
征
以
前
の
古
代
に
は
日
本
海
路
に
よ
る
頻
繁
な
南
北
交
流
の
前
史
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
古
く
は
、
円
筒
土
器
文
化
の
特
別
史
跡
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
糸
魚

川
産
の
ヒ
ス
イ
、
北
海
道
の
黒
曜
石
、
秋
田
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
日
本
海
交
流
は
縄
文
時
代
か
ら
の
日
常
的
と
も
思
え
る
行
為
で
あ
っ
た
と

い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
項
で
感
じ
た
の
は
、
交
易
・
交
流
の
存
在
は
い
つ
の
時
代

で
も
そ
こ
が
、
外
に
開
か
れ
た
世
界
と
い
う
こ
と
を
象
徴
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

以
上
、
評
者
の
目
に
と
ま
っ
た
い
く
つ
か
の
点
を
紹
介
し
つ
つ
、
若
干
の
私
見
も

加
え
て
述
べ
て
み
た
。
本
書
に
は
編
者
の
掲
げ
る
日
本
史
、
北
方
史
の
な
か
の
青
森

市
域
を
常
に
意
識
さ
せ
た
形
で
記
述
し
て
い
く
方
針
が
貫
か
れ
て
い
る
。
南
と
北
の
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文
化
が
接
触
す
る
世
界
、
い
わ
ば
境
界
領
域
に
あ
る
エ
ミ
シ
社
会
の
姿
を
外
浜
と
い

う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
描
こ
う
と
い
う
ね
ら
い
を
も
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
執

筆
者
が
述
べ
ら
れ
た
内
容
か
ら
は
そ
う
し
た
目
的
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
通
史
の
流
れ
に
沿
い
つ
つ
考
古
学
の
概
説
書
と
し
て
も
十
分
な
内
容
を

備
え
て
お
り
、
青
森
市
民
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
々
に
一
読
を
薦
め
た
い
書
で
あ
る
。

遺
跡
の
多
く
は
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
「
新
青
森
市
史
」
資
料
編

考
古
編
で
く
わ
し

1

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
も
あ
わ
せ
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
本
書

の
理
解
が
い
っ
そ
う
増
す
も
の
と
思
う
。

か
つ
て
の
「
青
森
市
史
」
全
十
五
巻
に
は
通
史
編
な
ど
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
最
終
巻
の
あ
と
が
き
に
は
、
「
市
史
編
纂
を
終

了
す
る
に
あ
た
り
、
心
残
り
の
こ
と
は
青
森
市
の
古
代
編
、
考
古
編
を
編
述
し
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
通
史
編
の
一
巻
と
し
て
原
始
～

中
世
の
歴
史
が
最
新
の
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。

（
Ａ
５
判
、
七
五
八
頁
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
青
森
市
史
編
集
委
員
会
、
六
九
三
〇
円
）

（
う
べ
・
の
り
や
す

八
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
副
参
事
）

『
新
編
弘
前
市
史

通
史
編

岩
木
地
区
』山

下
須
美
礼

『
新
編
弘
前
市
史

通
史
編

岩
木
地
区
』
は
、
平
成
十
八
年
二
月
に
弘
前
市
・

相
馬
村
と
の
合
併
に
よ
り
新
た
に
弘
前
市
の
一
部
と
な
っ
た
岩
木
地
区
、
す
な
わ
ち

旧
岩
木
町
域
の
歴
史
を
、
時
系
列
的
に
叙
述
し
た
一
冊
で
あ
る
。
当
初
は
旧
岩
木
町

に
お
い
て
『
岩
木
町
史
』
編
さ
ん
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
編
さ
ん

過
程
の
歳
月
に
お
い
て
平
成
の
市
町
村
合
併
の
と
き
を
迎
え
、
新
た
に
『
新
編
弘
前

市
史
』
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
巻
に
先

立
ち
、
平
成
二
十
二
年
三
月
に
は
『
新
編
弘
前
市
史

資
料
編

岩
木
地
区
』
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
旧
岩
木
町
は
、
自
治
体
と
し
て
の
実
在
は
失
っ
た
が
、
本
書
の
編

さ
ん
に
よ
り
、
歴
史
を
読
み
解
く
場
と
し
て
、
永
く
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
書
に
編
ま
れ
た
通
史
は
、
旧
岩
木
町
域
と
い
う
、
昭
和
三
十
年
か
ら
約
五
十
年
間

存
在
し
た
、
自
治
体
と
し
て
の
地
域
的
範
囲
が
、
過
去
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
歴
史

の
一
部
を
構
成
し
、
あ
る
い
は
歴
史
の
主
体
と
な
っ
て
き
た
の
か
を
物
語
る
も
の
で

あ
る
。
自
治
体
と
し
て
の
地
域
区
分
が
消
滅
し
た
今
、
人
々
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し

を
展
開
し
て
き
た
世
界
な
の
か
を
振
り
返
り
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
未
来
を
展
望

す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
地
域
に
思
い
を
寄
せ
る
人
た
ち
が
共
通
に

思
考
す
る
場
を
、
本
書
は
提
供
す
る
意
義
を
持
つ
。

さ
て
本
書
は
、
次
の
七
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章

岩
木
の
自
然

第
二
章

原
始
・
古
代
の
岩
木




